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開会 

時  刻 午後 ３時３０分 

宣 言 者 委員長 

付議事件 

（２件） 

議案番号 件       名 

議案第１０号 

平成２４年６月議会定例会の議案について 

（１）平成２４年度新潟市一般会計補正予算につ

いて 

議案第１１号  新潟市公民館条例施行規則の一部改正について 

  

  

  

  

  

  

報告 

（４件） 

記  号 件       名 

 新潟市立学校施設の耐震化状況について(速報) 

 中之口中学校改築基本計画について 

 
平成２３年度「地域と学校パートナーシップ事

業」報告について 

 
（仮称）こすどコミュニティセンター建設に伴う

小須戸地区公民館の改築について 

  

  

協議題 

（１件） 

記  号 件       名 

 
二葉中学校・舟栄中学校統合についての要望書提

出について 
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第１ 開会宣言 

○委員長 午後３時３０分開会を宣言する。 

第２ 会議録署名委員の指名 

○委員長 新潟市教育委員会会議規則第１１条により，会議録署名委員に

沢野委員及び吉村委員を指名します。 

第３ 付議事件  

○委員長  これより，付議事件に入ります。議案第 10 号「平成 24 年６

月議会定例会の議案について」，平成 24 年度新潟市一般会計補

正予算について，施設課長と学校支援課長に説明をお願いいた

します。その後，皆様から質問，意見を受けたいと思います。

施設課長よろしくお願いいたします。 

○施設課長補佐  平成 24年度新潟市一般会計補正予算について，施設課分とし

まして，記載のとおり小学校の管理運営にかかる歳出予算補正

額 1,170 万円，それから中学校の管理運営も歳出予算補正額

2,830万円，合わせて 4,000 万円ですが，これを計上します。こ

の用途でございますが，４月３日から４日にかけての暴風雨に

よる小学校，中学校の施設被害について，復旧予算の工事費に

充てるものです。主な復旧工事としては，小学校で８件，中学

校では７件あるのですが，屋根の一部の損壊，それから，防球

ネットの損壊があったことで復旧工事に充てるものでございま

す。 

○委員長  ありがとうございました。 

 学校支援課長，よろしくお願いします。 

○学校支援課長  学校支援課でございます。 

 平成 24年度補正予算における学校支援課所管分について，ご

説明いたします。 

 このたび，提案いたしますのは，「理科支援員配置事業」実施

に伴う歳入・歳出同額 375万 5,000 円の補正予算でございます。

歳入は国の委託金で，100％国の支出となっております。当事業

は，平成 21 年度の国の事業仕分けにより，平成 23 年度をもっ

て廃止するとの判定を受けましたが，「事業成果の検証をする必

要がある」との文部科学省の判断で，急遽，実施できることと

なりました。昨年度は，当初予算より計上しておりましたが，

本年度は補正予算で必要経費を計上するものです。大学生や大

学院生，退職教員などの有用な外部人材を小学校５・６年生の

理科授業に配置・活用することで，実験・観察活動の充実及び

教員の資質向上を図るものでございます。当市では，平成 19年

度に市内 36 校への配置を行い，平成 20 年度は 79 校，平成 21
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年度は 103 校，平成 22 年度は 36 校，平成 23 年度は 38 校と実

施してまいりました。今年度は，約 36校程度の配置校を決定し，

昨年度と同様に９月から理科支援員を配置していきたいと考え

ております。 

○委員長  ありがとうございました。ただいまの説明につきまして，ご

意見，ご質問はございますでしょうか。 

○佐藤委員  施設課のほうは損壊ですからしょうがないです。学校支援課

のほうの理科支援員配置事業の 375 万 5,000 円というのは，い

つから始めるのですか。何月から。 

○学校支援課長  ９月から実施してまいります。 

○佐藤委員  ９月から半年ということは，１か月に 50万円ちょっとしかな

いわけです。50万円でどういったことをするのですか。38校で

50 万円とすると，さらに１校あたり２万円の予算で何ができる

のですか。 

○学校支援課長  38 か校を目安としていますが，理科支援員として，今，申し

上げましたように大学生，大学院生，退職教員などを活用して，

理科の授業の充実を図ります。例えば，実験の準備ですとか，

実験に伴う環境整備などが中心に行っていただきます。 

○佐藤委員  それは説明で分かります。38 校で分割していくと，１か月で

数万円ではないですか。数万円で何ができるのかということを

聞いているのです。何をしたいのですか。 

○学校支援課長  配置事業でございます。 

○吉村委員  そうではなくて，１週間に１時間来てもらって，こういうこ

とをしてもらうとか，そういう意味の内容ということです。こ

んな少ないお金なのに，例えば，Ａさんに毎週金曜日来てもら

って２時間ずつやってもらえるのかとか，そういう中身はどう

いったものかということです。 

○佐藤委員  人件費なのですか。 

○学校支援課長  そうです。人件費でございます。 

○佐藤委員  理科離れがかなり進んでいるわけでしょう。38 校程度ではな

くもう少し，薄くやって，果たして効果はあるのかと思うので

す。その辺，どうなのですか。国が支援のお金をつけるから使

いなさいという話なのでしょう。そうではなくて，理科離れと

いうのは，ずっと全国的な風潮だし，新潟市の教育ビジョンの

中で，例えば，理科離れを是正するためにはどうしたらいいか

みたいなことに使う方法もあると思うのです。人件費というよ

うに使いながら。そういう方向もあるのではないかと。ただ単

に授業のサポートで，大学生が行って，支援しても，本当に理

科離れは是正されるのかということなのです。その辺がきちん
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とした形で体系づけられているのかという質問の内容なので

す。 

○学校支援課長  おっしゃるとおりだと思います。しかし，この事業のスター

トは，小学校においては，いわゆるすべての教科を１人の学級

担任が指導していく中で，例えば，体育の事業が終わって，す

ぐに理科もしなければいけなかったりとか，実験の準備がなか

なかできないということからです。中学校の理科教員などであ

れば，例えば，前の学校の時間にも空き時間というものがあり

まして，そこで実験の全部準備をして，理科室にセットしたり

といったことができますが，そういったことなどが，そもそも

小学校では非常に困難であるといった実態を少しでも改善し，

本物体験，実際，実験・観察というものをもう少しきちんと授

業の中に組み込みながら，興味・関心を高めていくということ

の措置のためにスタートしたといういきさつがあります。委員

ご指摘のような形になってきますと，理科教員をもっと増やし，

充実を図るとか，実験観察の準備ができるように講師を入れる

というようなことが，本来的な姿であるというように，私も同

感でございます。 

○佐藤委員  そうですよね。国の予算だから，使途目的が明確になってい

るわけでしょう。これ以外に使ってはいけないということなの

でしょうね。 

〇学校支援課長  主としてこのような使い方をすることになっています。 

○沢野委員  そうしたらよく分かるのですけれども，例えば，38 校の中で

数校，経験というものもあるのでしょうけれども，理科の授業

を特別に企画してやってみるみたいなことはできるのですか。

理科が好きになるような試みを。 

○佐藤委員  そういうものを，特別なスキルを持っている人の人件費に割

り当てて，がさっとやると理科が好きな子供が増えるよみたい

なことも一つの手かと思います。 

○学校支援課長  理科支援員というのはバンク登録という形をとっており，今，

70 人程度が，いつでも要請があれば出られるようにはなってい

るのですが，問題は財源です。それで，学校支援課としても，

予算を市で単独でつけてやっていきたいという考えがあり，昨

年も要求したのですが，なかなか，簡単ではなく，いろいろ工

夫をしながら進めていくというような段階にあります。 

○沢野委員  そうしたら理科の先生が，授業内容を工夫するということは

できるのですよね。今までの通常の授業の中で，支援員さんも

来てくださるのであれば，よりもう少し一工夫という先生の努

力というのは可能なのですよね。 
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○学校支援課  そのことにつきましては，現在，総合教育センターと連携を

深めて，マイスターを活用したり，研修会を持ったり，コアと

なるような教員を養成しながら，より充実した授業が展開でき

るようにしているところでございます。 

○委員長  ほかにどなたか。限られた予算の中で，精いっぱいの理科教

育の支援をしていただこうという動きなのでしょうけれども，

佐藤委員がおっしゃったように，新潟市として，教育ビジョン

も掲げているわけですので，今後，ぜひそういうところにも予

算をつけて，理科教育の充実を図っていっていただきたいとい

う要望だと思いますので，お願いいたします。 

○学校支援課長  できるだけの努力はしてまいります。 

○委員長  よろしいですか。ほかに，ないようでございますので，ご承

認いただけますでしょうか。ありがとうございました。 

 議案第 11 号「新潟市公民館条例施行規則の一部改正につい

て」，中央公民館，お願いいたします。 

○生涯学習センター

次長 

 中央公民館生涯学習センターです。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは，議案第 11号「新潟市公民館条例施行規則の一部改

正について」，説明させていただきます。議案書の２ページをお

願いしたいと思います。最初に１番，改正の理由といたしまし

ては，先月の定例会で一部改正の概要をご報告させていただき

ましたが，公民館使用料等を制度統一する新潟市公民館条例の

一部改正の 10月１日施行に合わせて，公民館の利用時間を原則

統一するものであります。休館日は，年末年始を除いて，原則

月１回とし，さらに休日は開館することで統一し，利用機会の

拡大を図るものであります。また，利用申請及び利用の許可を

制度統一に伴い改正するものであります。 

 ２今回改正する例規は，新潟市公民館条例施行規則でありま

す。 

 ３改正の内容であります。一つ目は，公民館の分館の名称及

び位置が，条例のほうに規定されたため，施行規則にあったも

のを削除するものであります。16 ページをお願いいたします。

16 ページの新旧対照表で説明させていただきます。右側が現行

で，左側が改正案となっています。このページの第２条「分館

の名称及び位置」です。新潟市大形公民館から 20ページの新潟

市巻やすらぎ会館までの 38の分館の名称及び位置を施行規則か

ら削除するものであります。 

 二つ目は，公民館及び分館の休館日及び利用時間を，制度統

一等に伴い改正し，別表を加えるものであります。20 ページを
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ご覧ください。右側の第３条の見出し「利用時間」と，21 ペー

ジの第４条の見出し「休館日」を併せて左側の第３条の見出し

「休館日及び利用時間」に改め，第４条を削除し，別表を加え

ることとし，別表で公民館及び分館の休館日及び利用時間を規

定したものであります。24ページをご覧ください。24ページの

左側下段でございます。別表１です。公民館の休館日及び利用

時間を規定し，30 ページ別表２でございますが，これについて

は，分館の休館日及び利用時間を規定しました。各公民館の休

館日及び利用時間につきましては，先月の定例会でご報告させ

ていただきましたものが別表１，また 24ページに戻っていただ

きますけれども，24ページから 30ページの上段，公民館の休館

及び利用時間であります。 

 公民館の休館日につきましては，週１回休館していた館もあ

りましたが，利用機会の拡大を図るため，年末年始を除いて原

則月１回とするものであります。月１回の休館日は，利用団体

が利用しやすいように，同じ区内にある公民館の休館日が重な

らないように休館日を設けました。また，休日は公民館を開館

することとし，利用機会の拡大を図ります。次に，開館時間で

あります。午前８時 30分からの公民館もありましたが，午前９

時からに統一するものであります。次に，閉館時間であります。

月曜日から土曜日が午後９時 30 分または午後 10 時，日曜・休

日が午後５時または午後５時 30 分と午後９時 30 分または午後

10 時といたしました。この閉館時間につきましては，昔から農

作業などが終わってから，公民館に集う地域も多くあり，地域

の実情に合わせた形で規定したものであります。30 ページの分

館でありますが，開館時間を午前８時 30分から午前９時に統一

するものであり，日曜日及び休日の閉館時間を午後５時から午

後５時 30分に変更するものであります。分館につきましては，

それぞれの地域の実情や要望を踏まえまして，基本的には現行

どおりとしてあります。 

 22 ページに戻っていただきまして，利用の申請及び利用の許

可を制度統一に伴い改正するものであります。右側の第５条の

見出し「利用の申込み」を左側「利用の許可の申請等」に改め，

利用の申請について規定を整備するものであります。現在，公

民館の利用申請の多くが，公共施設予約システムによるものと

なっている中で，第１項については，公共施設予約システムに

よる申請を主とした規定に，紙による申請を従とする規定に改

めるものであります。第２項では，定期利用の申請については，

現行の申請による申請を行っており，実態に併せて規定するも
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のであります。第３項は，文言を修正するものであります。第

４項では，利用を取りやめようとする場合は，36 ページに飛ん

でいただきますけれども，別記様式第４号により利用取消申出

書を新たに加え，それを提出することとするものであります。 

 次に，また申し訳ありません，23 ページに戻っていただきま

して，第６条の利用の「利用の許可等」についてです。第１項

では，第５条第１項の申請があった場合の許可について，公共

施設予約システムによるものも含め，規定するものであります。

第２項では，第５条第２項の申請があった場合の許可について，

規定するものであります。第３項は，文言を修正するものであ

ります。 

 四つ目は，23 ページ下段，第７条の「利用許可に係る時間」

についてですが，文言を修正するものであります。 

 五つ目は，23ページから 24ページの右側，附則第３項及び附

則第５項「合併に伴う特例」についてです。合併前の旧市町村

の公民館の利用時間，休館日及び利用の申し込みについては，

当分の間，この規則の規定にかかわらず，なお従前の例による

としていましたが，今回の一部改正で規定することにより，附

則の第３項「合併に伴う特例」及び附則の第５号「巻町の編入

に伴う特例」を削除するものであります。 

 最後に，この一部改正の施行日につきましては，平成 24年 10

月１日とするものであります。 

 以上，新潟市公民館条例施行規則の一部改正について，説明

させていただきました。よろしくお願いします。 

○委員長  ありがとうございました。長々とご苦労さまでございました。

ただいまのご説明に意見，質問のある方は挙手をお願いいたし

ます。 

○佐藤委員  確認ですが，Ｗｅｂの予約システムで申込は，すべてできる

のですか。空館とか，全部確認できるのですね。 

○生涯学習センター

次長 

 そうです。 

○委員長  そのほか，ございますでしょうか。では，よろしいでしょう

か。ご承認いただきまして，ありがとうございました。 

第４ 報 告  

○委員長  これより，報告案件に入ります。「新潟市立学校施設の耐震化

状況について」，施設課長補佐，説明をお願いいたします。 

○施設課長補佐  市立学校施設等の耐震化状況について，ご説明いたします。

市立学校の耐震化状況については，資料の 39ページをご覧にな

っていただきたいと思います。耐震化の公表については，耐震
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診断の公表が義務づけられたことから，この耐震化状況につい

ても，公表を行うこととなっており，今年度も引き続き４月現

在の学校施設の耐震化状況を公表するものです。文部科学省，

それから新潟県の耐震改修状況の公表時期は，６月下旬から７

月にかけて予定されておりますが，当市の公式な公表もホーム

ページで行うことになっております。それに先立ちまして，速

報値ということで，この場を借りまして，ご報告させていただ

くものです。 

 なお，数値については，文部科学省の審査が済んでいないこ

ともあり，数字を若干の修正もあるので，速報値ということで

報告させていただきます。 

 それでは，39ページの上段からお話しします。平成 24年４月

現在の市内の学校施設数は小学校で 113校，中学校で 57校，中

等教育学校１校，特別支援学校が２校，高等学校が３校，幼稚

園 11園。それから，耐震化の状況には給食センターも含めるこ

とになっておりますので，施設課の所管ではないのですが，こ

この数字を公表するときは，給食センター14 施設も加えて計算

することにしております。 

 棟数に換算しますと，1,001 になります。このうち 854棟が耐

震性がある建物ということになっております。残り 147 棟が耐

震化の必要がある建物ということになっております。 

 次に，２段目，市立学校施設の耐震化の方針でございます。

体育館については，これから改築をする。今年度もやっている

のがあるのですが，それを除いて，すべて体育館は完了してお

ります。それから，校舎については，新潟市建築物耐震改修促

進計画に基づき，平成 27年度までに耐震化を完了する予定です

し，今のところ順調に工事が進んでおります。耐震化の状況と

いうことで表がありますが，青い部分が終わっている部分，黄

色い部分が，これから工事をやる部分ということで，一応，一

番下段の計を見ていただきますと，耐震化率が平成 24年４月１

日現在で 85.3％になっております。この率は，一応規定があり

まして，棟数で換算するということになっております。 

 それから，次の 40ページについては，用語の説明が記載して

おります。41 ページ以降は，各区ごとの棟別に細かく分けた耐

震化の状況。それから，まだ耐震化に至っていない状況につい

てのデータでございます。黄色い部分が，まだ耐震化に至って

いない内容でございます。 

 ちなみに先ほどの率の状況ですけれども，平成 23年度は，一

応 78.3％で７％上がって，今，85.3％です。来年度の予想です
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が，来年度の予定としては，今，90％に達する見込みになって

います。平成 25年度４月１日は 90％になる見込みになっており

ます。 

 それから，昨年度の委員会で，この資料につきまして，学校

のほうに避難計画については，活用させてほしいということで

したので，私どものほうで，一応，各学校についてこういう状

況なのだということを説明したうえで，避難計画を立ててくだ

さいというお願いをしているところでございます。 

 以上で，耐震化状況についての説明を終わらせていただきま

す。 

○委員長  ありがとうございました。今ほどの説明に質問，意見等ござ

いますでしょうか。 

○齋藤委員  たしか，私が定例会で申し上げたことだと思いますので，早

速取り入れていただきましてありがとうございます。各学校へ

の周知ですが，ホームページだけではなくて，児童・生徒に余

計な不安感を持たせるということもあるかもしれませんという

ことで申し上げたのですけれども，ありがとうございました。 

 表の見方の質問なのですけれども，一番右の欄に，補強必要

なしとか，補強済みとありますけれども，今後補強予定，改築

中の意味が分からないのです。 

○施設課長補佐  具体的に何年度補強工事と書いてあるのがありますが，例え

ば北区の葛塚東小学校ですが，これについては平成 24年度中に

予算化されて工事をやるということが決まっていることを表し

ています。葛塚小学校の一つ上に補強済みとありますが，これ

は平成 23年度に補強をやったということで，その上の管理棟に

ついては，一応，平成 25年度を予定しているのですけれども，

予算的に具体化していないというところがあって，今のところ

予定には入っていますけれども，予算が確定した段階で，具体

的に何年度に補強工事ということを表しています。ですから，

この予定というのは，平成 25 年度以降平成 27 年度まで補強工

事をやる予定のことです。 

○齋藤委員  分かりました。 

 もう一つ，改築中というのがあります。 

○施設課長補佐  改築中は，現在，改築している学校です。例えば，46 ページ

中央区の沼垂小学校が，現在，体育館を除いて校舎の全面改築

を行っております。まだ完成していないので，ここではまだ，

古い棟を使っておりますので，古い棟について，一応，耐震性

がないよということで記載しております。 

○委員長  よろしいでしょうか。その他，ございませんでしょうか。 
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 一つ質問させていただくというか，意見を言わせていただき

たいのですけれども，建物はほぼ完成で，耐震化から耐震性に

なっていきますが，昨年，自治協議会との懇談会のときに，建

物は整ってきたのだけれども，防災とか，災害に向けての具体

策が分からないというような意見がありましたので，その辺の

他の課との連携といったところはどうなっているのか，少しお

聞かせいただければありがたいと思います。 

○施設課長補佐  今年度予算化されておりますが，防災面で避難所機能強化事

業というものも上げておりまして，体育館のところに電話線を

引いてきて，それを使えるようにする工事とか，テレビなどの

配線をやって，そこでテレビ受信ができるものとか，それから

受水槽がある学校なのですが，水道が出なくなったときに，水

槽に溜まっている水を使えるように水栓をつけるというよう

な，避難所として機能強化するという事業を今年度やっており

ます。それ以外にどういうものがあるかということは，今，い

ろいろ考えておりますが，最近，第二のグリーンニューディー

ルという中で，何かタイアップできるようなことがないかとい

うことで，具体的にはまだ決まっていませんけれども，そうい

う話が来ているので，避難所の強化につながるようなことも，

さらに進めていきたいと考えています。 

○委員長  今後，検討をしていっていただくということで，進めていた

だいているということですね。 

○施設課長補佐  そうですね。進める可能性があるものは，それなりに進めて

いるところです。実は，太陽光発電を活用して，避難所のエネ

ルギーに使えないかというような話も来ています。そういうこ

とについて，具体的に進展するようであれば，また協力してい

きたいと思っています。 

○委員長  ありがとうございます。それについて，佐藤委員，何かござ

いますか。 

○佐藤委員  徐々にやっていく必要がありますので，やれるところからぜ

ひやっていただければと思います。 

○委員長  ぜひ検討して，早めの対応といいますか，対策を練っていた

だきたいと思います。その他よろしいでしょうか。ありがとう

ございました。 

 続きまして，「中之口中学校改築基本計画について」，よろし

くお願いいたします。 

○施設課長補佐  それでは，63 ページになりますが，中之口中学校改築事業に

ついて基本設計がまとまりましたので，ご報告させていただき

ます。 
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 中之口中学校改築の設計にあたりましては，事前に地元の地

域団体，ＰＴＡ，それからコミュニティ協議会といった学校を

取り巻く団体さんからいろいろ意見をいただいたり，話し合い

をしながら，基本設計のまとめを進めてまいりました。４月の

下旬ですけれども，地元に再度，説明会を開きまして，一応，

特に意見もなく，賛成をしていただいたと思っております。で

は，説明させていただきます。 

 Ａ３用紙の左上の①から説明します。中之口中学校の敷地面

積ですが，現在の学校を使いますが，敷地面積は２万平米，そ

れから校舎については，立て替えで鉄筋コンクリート２階建て

4,000平米ほどになります。屋内体育館については，鉄筋コンク

リート造の一部２階建てになりますが，これは武道場を含めて

1,600平米になります。主な部屋としては，普通教室６，それか

ら特別支援教室２，特別教室が６教室ほど，それから多目的ス

ペース，管理諸室，屋内体育館と武道場が併設した屋内体育館

になります。グラウンドについては，トラック 200 メートル，

直線路を 100 メートル取れるように頑張りたいと思います。建

設スケジュールについては，本年度，校舎と屋内体育館の実施

設計を完成させ，平成 25 年度，平成 26 年度にかけて，体育館

も併せて校舎の建設をやるということです。グラウンドのほう

に建てますので，建て終わった段階で校舎の解体工事を始めま

す。解体後，グラウンドを最終的に復旧整備を行うことにして

おります。 

 左側の下段の②ですが，中之口中学校の位置ですけれども，

細かくて分かりづらいですが，中之口出張所（旧中之口村役場）

の隣になります。右のほうの④を見ていただくと，中之口中学

校の南側のほうに出張所があるのですが，そういう位置関係に

なっています。ちょうど新幹線と高速道路の間の新幹線よりの

ほうの位置になります。 

 右上の③でございますが，これが鳥が上空から見た鳥瞰図と

いうのですが，玄関のほうの上空から見た図になっております。

左側の黒い部分が駐車場，その先にあるのが体育館というよう

なことです。 

 ④は配置図になります。これは，現在のグラウンドに建てる

ということにしております。赤い矢印が書いてありますが，こ

れが生徒たちが出入りする動線になります。それから，青い矢

印ですが，これが車の出入りする動線で，歩行者優遇というこ

とで考えております。駐車場については，隣の出張所の駐車場

と行き来ができるようにして，連携していけるように考えてお
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ります。 

 裏の 64ページを見ていただきたいと思います。中之口中学校

の平面になりますが，１階平面，２階平面があって，色が鮮明

ではないのですけれども，水色の部分は開放ゾーンということ

で，最大に開放した場合はここまで開放できるというようなゾ

ーンにしております。この開放ゾーンの入口は，体育館と校舎

の間に地域開放玄関というのがあるのですが，そこから開放ゾ

ーンに入れるというようになります。次に，管理ゾーンという

茶色い色の部分がありますが，これは開放せずに管理として保

全しようという部分になります。それから，学習ゾーンについ

ては生徒固有のゾーンと，理科室については薬品等があるので，

これも普通の人は立ち入らせないゾーンになります。見て分か

りますように，開放玄関から入りまして，すぐ階段とエレベー

ターで２階のほうの武道場とコンピュータと図書室なども使い

やすいように計画しております。 

○委員長  ありがとうございました。ご意見，ご質問はございますか。 

○佐藤委員  プールはないのですか。 

○施設課長補佐  プールにつきましては，現在，学校プールというものはある

ことはあるのですが，実際，合併のころから使っていないとい

うことがありまして。 

○佐藤委員  中学校で水泳の授業がないのですか。 

○施設課長補佐  あるのですが，合併建設のときから，プールはいらないとい

うことで進めていましたので，計画の中に入っていません。実

際，（社会体育）プールがどこにあるかというと，そこから 500

メートルくらいいったところにＢ＆Ｇのプールがあるので，学

校としてはそこを活用するというように聞いております。 

○委員長  校歴室というのは，学校の歴史のものを保存しておくような

場所ですか。 

○施設課長補佐  一応，そのように作ろうと思っています。 

○委員長  ほかの学校にはありますか。 

○施設課長補佐  ある学校もありますし，ない学校もあるのですけれども，面

積的に学校要望されたものができるようでれば，一応，校歴室

というものも整備させていただいています。 

○委員長  今後，周年事業などをしたときに，前の資料を探したりする

ときにこの様な校歴室があるとよいと思いました。その他，ご

ざいますでしょうか。ありがとうございました。 

 続きまして，「平成 23 年度『地域と学校パートナーシップ事

業』報告について」，地域と学校ふれあい推進課からお願いいた

します。 
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○地域と学校ふれあ

い推進課長 

 地域と学校ふれあい推進課でございます。 

 平成 23年度「地域と学校パートナーシップ事業」について報

告いたします。資料の 65ページをお開きください。 

 本事業は，新潟市教育ビジョンの中核的な施策「学・社・民

の融合による教育」を推進する主要事業の一つです。平成 19年

度市内８校の小学校でスタートし，その後，年々拡充し，平成

23 年度は文部科学省補助事業の「学校支援地域本部事業」を活

用して，小学校 96 校，中学校 43 校，合計 139 校で実施いたし

ました。 

 事業の内容としましては，各学校に地域教育コーディネータ

ーを配置し，コーディネーターが核となって学校と公民館，図

書館などの社会教育施設，コミュニティ協議会，ＰＴＡなど，

地域を結ぶネットワークづくり，学校の教育活動等における学

校支援ボランティアの協力要請。本事業を活用した教育のよさ

を地域や保護者へたより等で発信するなどを行いました。 

 次に，アンケート結果から見られる事業の成果と課題につき

まして，主なものを報告いたします。資料 66 ページから 70 ペ

ージに平成 23年度実施校の学校教職員，地域教育コーディネー

ター，学校支援ボランティア，保護者によるアンケート調査結

果の一部を掲載いたしました。この結果から，主な成果としま

しては，まず子供たちにとって，地域や保護者の方々から学校

支援ボランティアとして授業や課外活動に協力していただいた

ことで，学習活動が充実し，以前よりも学習が楽しくなったな

ど，学習意欲の向上につながっていることが伺えます。 

 67 ページの教職員の回答では，地域教育コーディネーターの

配置により，地域との連携が取りやすくなった。多忙化解消の

一助となっていることについて，年々，肯定的な受け止めが多

くなっております。また，ボランティアの方々とのかかわりに

より，子供たちの学習意欲が高まる効果のほかに，子供たちの

社会性の育成につながっていると感じている教職員が多くいま

す。本事業を通して，教職員が地域や社会教育施設等と積極的

にかかわることのよさとともに，地域との連携に係る事務をコ

ーディネーターが担ってくれることから，その部分の事務量が

減少し，結果として教師本来の学習指導や教材準備，生徒指導

や教育相談など，子供たちに向き合う時間の確保ができている

と，その効果を感じているものととらえております。 

 また，68 ページの地域教育コーディネーターの回答からは，

コーディネーターの仕事について校長，教職員をはじめ，保護

者や地域の方々などから理解を得ていることを実感しながら，
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学校の求めに応じて地域の人材をつないでいることが伺えま

す。 

 69 ページの学校支援ボランティアの回答では，ボランティア

の９割以上の方々が教職員，地域教育コーディネーターの対応

を適切と感じておられ，今後もボランティアとして活動したい

と回答されている割合も９割を超えています。ボランティア活

動を通して，学校を身近に感じる，自分の特技や経験を生かす

ことができる。地域の中で，子供たちとあいさつを交わすこと

が増えてうれしい。地域の中で，顔見知りが増え，仲間づくり

につながっているなど，やりがいを感じてくださっている方が

多くおられます。本事業における昨年度の全実施校での年間ボ

ランティアの実人数は，１万 5,506 人であり，延べボランティ

ア総数は 15万 797人となりました。実施校の増加に伴い，ボラ

ンティア数も飛躍的に増え，大変喜ばしい状況となっています。

こうした良好な状況は，地域教育コーディネーターを中心に，

学校がボランティアの協力依頼，連絡調整や接遇などを丁寧に

行い，地域や保護者の方々からボランティア活動に積極的，継

続的に協力していただけるよう，日々努めていることによるも

のと受け止めております。 

 65ページに戻りますが，課題として，ここでは二つ挙げます。

一つ目は，学校支援ボランティアの協力を得て進める活動が学

校によって違いが見られる傾向があり，教職員の理解度をさら

に高める必要があることです。二つ目は，保護者や地域へのよ

り一層の周知です。課題解決に向けた改善の方途として，一つ

目の教職員の理解度をさらに高めるため，本事業の開始年度の

違い，各地域，学校の実情や特色の違い，小学校，中学校の校

種の違いなどを踏まえ，これまで以上に教育委員会と各学校が

連携協力して事業理解促進に力を入れてまいります。 

 各学校には，本事業の有効活用を図るための校内研修の開催

を働きかけるとともに，指導主事による学校訪問支援を計画的

に進めております。また，新任校長・教頭研修，総合教育セン

ターでの 12年目研修，事務職員研修など，教育委員会主催の各

種研修会を有効に活用するとともに，校長会主催の研修会，市

小研，中教研などの研修会を積極的に活用，協力して，教職員

への本事業の理解度及び活用力の向上を図ってまいります。 

 二つ目の保護者や地域への周知については，市報，区だより，

教育委員会発行の共育通信，ホームページ，また実施校のたよ

りやホームページなど，さまざまな媒体を使った広報に努めて

おります。今後も，各関係機関や団体との連携を強化し，効果
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的な周知活動に力を入れていく予定です。 

 今年度の実施校について，71 ページをご覧ください。今年度

は，新たに 19 校が加わり，小学校 103 校，中学校 55 校，合計

158 校となりました。高志中等教育学校も今年度より開始してい

ます。配置した地域教育コーディネーターは，今日現在，合計

229 名で，うち小・中学校の兼務者が 17 名となっております。

今年度，新たにスタートした 19校には，これまでの事業の進め

方のノウハウを伝えるために，４月に新規実施校対象の研修会

を開催し，今後は指導主事による学校訪問指導を年間３回を目

途に実施します。 

 また，先輩のコーディネーターから気軽に相談相手になって

もらうために，各区での情報交換会，中学校区単位の情報交換

会を行って，新規実施校の支援に取り組んでまいります。また，

未実施校 13校に対しても，教育委員会主催の学・社・民の融合

教育にかかわる各種研修会の参加を呼びかけたり，要請に応じ

て，校内研修会での指導・助言や訪問相談などを行ったりして，

実施に向けた諸準備を推進していきます。 

 最後になりましたが，平成 26年度までに市内 171 の全小・中

学校，中等教育学校で本事業を実施する予定です。今後も学・

社・民の融合による人づくり，地域づくり，学校づくりをさら

に進めてまいります。報告は以上でございます。 

○委員長  ありがとうございました。今ほどの説明でご意見，ご質問が

ございましたら，挙手をお願いします。 

○沢野委員  先日３日，新潟市小中学校ＰＴＡ連合会の総会がございまし

て，そのときに政令市になってから，初めて市長，教育長に来

ていただきまして，市長から直接に，集まったのはＰＴＡ会長

150名ほどです。市長から，具体的に直接に教育ビジョンを語っ

ていただきました。初めてのことでもありますし，また直接，

文字だけでなく，市長からごあいさつの中でお話いただいたと

いうことでＰＴＡ会長さんはじめ，ものすごく皆さんが来られ

ていい会だったと思います。その中で課長さんに来ていただい

て，総会の後，研修があるのですが，まさに地域と学校パート

ナーシップ事業のことについてお話をいただきました。これも，

なかなかコーディネーターさんが配置されている学校が多いの

ですけれども，具体的に理解が，保護者の立場としても進んで

いなかったりする部分がとても多いと思いますので，その理解

をするのだということであったかと思っています。 

 広報という話がありましたけれども，どんどんそういうとこ

ろに出ていって，理解を深めていただくような活動をしていた
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だきたいと思います。そのときに，時間がなくて，質問を１人

だけしていただいたのですが，そのＰＴＡ会長さんが，地域教

育コーディネーターの役割というものがなかなか理解できてい

ないと，役員をはじめとしたＰＴＡ会員の活動とのある種，す

み分けといいますか，地域教育コーディネーターさんが活躍さ

れればされるほど，ではＰＴＡはしなくていいのだなと引いて

いってしまうというような学校も実際にあるというところも一

つの，理解不足であるがための問題なのかと。いかんせんＰＴ

Ａ役員というのはほとんど替わりますので，理解していただい

た人が，また次に伝えていっていただくと。それも保護者の領

域だと思いますが，本当はどんどんいろいろなところに出てき

ていただいて，周知をしていただければということです。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

○佐藤委員  年々歳々，効果が出ていることに敬意を表させていただきた

いと思うのですが，ちょうど，私が６年前に教育委員になった

ときに，この事業がスタートいたしました。教育委員になった

当初から，ずっと課長さんには言い続けていることがあるので

す。お分かりになるかと思いますが，やはりこの地域教育コー

ディネーターが地域でもって雇用できるような，そういう体系，

すなわちビジネスモデルを各地域で構築してもらいたい。その

ためのいろいろな方策があると思うのです。バザーをやったり，

コンサートをやったり。その関連の中でやることが重要なポイ

ントで，アンケートから見ていくと，やはり地域教育コーディ

ネーターの仕事について感じていることという中で，確かに理

解はされつつあるのですけれども，まだ保護者から理解されて

いる，地域住民から理解されているというアンケート結果は

17.6％と 19.7％だったのです。グレーゾーンを考えると，確か

にかなり高い割合にはなるのですけれども，本当に理解してい

る，当てはまるというところが，まだ 20％以下ということは，

まだまだこれは足りないです。これが上がれば上がるほど，い

わゆる地域でもって予算がなくなった段階でもって地域教育コ

ーディネーターを地域が雇っていく，費用を捻出していくとい

うところになると思うのです。ぜひそれを，今のうちに仕掛け

ていただきたいということが一つ。 

 それをバックアップするのがＰＴＡ役員です。それをうまく

連携しながらやっていくものを構築していくために，ぜひ沢野

委員からも声を大にして，ＰＴＡの皆さんにおっしゃっていた

だきたいし，これからのこの日本の社会が進んでいく，いわゆ
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る無縁社会と少子超高齢社会に対応する，学校を中心とする地

域住民が子供たちを守る，かつまた無縁社会に対する対応をこ

の地域でもってやっていくということが重要なポイントなので

す。だから，ぜひ，ここを構築する。コアになるのが地域教育

コーディネーターでありますので，ぜひこれを雇うビジネスモ

デルを構築していただきたい。これを仕掛けていただきたいと

いうのが切なる願いでございます。 

○委員長  課長さんから，沢野委員と佐藤委員に対して，どうぞお話い

ただきたいと思います。 

○地域と学校ふれあ

い推進課長 

 沢野委員からは，新潟市小中学校ＰＴＡ連合会での総会の折

に，私ども，学・社・民の融合にかかわる事業説明を研修会の

時間に組み入れていただきました。誠にありがとうございます。

大変いい機会を与えていただきました。おっしゃるとおり，Ｐ

ＴＡの皆さんへの啓発は，本当に大事な部分だと思っておりま

す。市内の学校には，先ほど申し上げました，校内研修による

教職員への理解度を上げるということのほかに，ＰＴＡの皆さ

ん，コミュニティ協議会の皆さん，あるいは地域のボランティ

ア活動に熱心な皆さんをお招きして，教職員と一緒に合同研修

会をされている学校もあります。ですので，ＰＴＡの皆さんを

はじめ，地域の皆さんへの周知活動には，まだまだ工夫の余地

がたくさんあろうかと思いますので，それにつきましては各学

校で好事例がたくさんございますので，それを市内の各学校に

情報提供して進めてまいりたいと思います。 

 それから，ＰＴＡと地域教育コーディネーターの活動のすみ

分けといいますか，その点につきましては，各学校ＰＴＡ活動

それぞれ特色がございます。同時に，学校教育にも特色がござ

いますので，なかなかきちんと線を引ける状況にはないかと思

われますので，むしろ私は，ＰＴＡ活動がコーディネーターさ

んが入ることによって萎縮したり，遠慮したりすることではな

く，ＰＴＡ活動がより活性化されるようなコーディネーターの

活動がなされていくように，また指導してまいりたいと思いま

す。 

 それから，佐藤委員のビジネスモデルといいますと。 

○佐藤委員  すみません，資金開発ビジネスモデルの構築という言い方を

常にするのですけれども。 

○地域と学校ふれあ

い推進課長 

 以前より，佐藤委員からはそのようなご提言をいただいてい

ることは承知しております。私どもも，まずは平成 26年度まで

の全校実施を当面の目途にしておりますが，それ以後，持続可

能な制度設計というものは，当然必要になろうかと，平成 26年
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度以降のことを課内でさまざまな案を，今，練っているところ

でございます。ただ，ご指摘のビジネスモデルで，各学校がコ

ーディネーターの謝金といいますか，報酬費を独立して賄って

いくという状況は，各学校の地域の実情が厳しいところもござ

いますので，一斉にというのはなかなか難しいかとは思ってお

ります。そのあたりも，今後，国の動向も見据えながら構築し

てまいりたいと思います。 

 それから，もう一点，佐藤委員からのご指摘にもＰＴＡのこ

とがございましたね。 

○佐藤委員  それは，地域教育コーディネーターとＰＴＡがすみ分けとい

うような沢野委員のものがあったので，地域教育コーディネー

ターとＰＴＡというのは，基本的には両輪だと思うのです。こ

ちらは，地域教育コーディネーターは継続性，ＰＴＡの場合は，

その中でもリフレッシュしていくことによって，新たなインセ

ンティブが出てくるわけだから，それをうまく活用していくと。

だから，地域教育コーディネーターもＰＴＡの皆さんをうまく

活用してあげる。活用していく流れの中で，そういった資金開

発をしていくビジネスモデルを構築していくことによって，そ

れをずっとやると大変なわけです。 

 メンバーが替われば，地域をこうやって盛り上げていくのは，

いろいろな人がいますから，だから知恵のある人は知恵を出せ

ばいい。知恵のない人は汗を出せばいい。知恵も，汗もない人

は金を出せばいい。このトライアングルでもってやっていかな

いと，地域というのはなかなかよくならない。その辺のところ

をうまくコーディネートしていく。もちろん，コーディネータ

ーのスキルのアップも必要ですし，それをバックアップしてい

くＰＴＡの形も必要だと思うので，それがうまく回り出すと，

だんだん地域がいろいろなことで活動することによって理解し

ていく。活動というのは，いろいろな関わりをしていくわけで

す。地域の人たちも。その中に，資金開発というものがあって

もいいわけです。 

 だから全部一斉にやれと言っていないです。だからサクセス

ストーリーをどこかの地域で作っていくと。それをみんなが真

似すればいいだけの話なので，そんなに難しく考える必要はな

いです。国のことなど構っていないのです。あてにしないくら

いの形で，君たちでやりなさいくらいで，ここまで行政がやっ

たのだから，あとは君たちの番だぜとやっていかないと，地域

が活性化しないです。古町みたいにずっと補助金とかやってい

るからだめでしょう。だから，ある時点でもって，行政は手を
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離す。地域に全部任せるというようにしていかないといけない

です。かつて，それはお寺だったのだけれども，お寺がその機

能をなくしていますから。 

○委員長  よろしいでしょうか。ほかに。 

○齋藤委員  佐藤委員の言われたことはそのとおりだと思います。課長が

言われたように，「いろいろ各地域で事象が違います」という発

想を，もう少し柔軟に，逆に言うと捨ててください。そうしな

いと，なかなか佐藤委員の言ったモデルケース，サクセススト

ーリーがなかなかできないということです。これでなかったら，

また別の形，それを模索していくのを平成 26年度までに全校で

実施という中で並行して，ぜひひとつ成果といいますか，そう

いうものを出していただきたい。ともすると，平成 26年度まで

に全校に実施完了しますと終わるものではないので，完了して，

その後，どのようにこれを生かしていくか。そういうことのた

めに，佐藤委員は毎年，言われていると思いますので，十分，

含んでいただければ分かりやすいかと思います。 

○委員長  齋藤委員がまとめてくれましたが，一つだけお願いがござい

ます。地域コーディネーターの方々からお願いされているので

すけれども，卒業式とか，入学式，また行事ごとにできるだけ

そういう者が地域コーディネーターとして活動していることを

校長先生か，教頭先生のほうから，ぜひ紹介していただきたい

と。４月の広報や，回覧でも回っているのですが，でも，見て

いない方がたくさんいるので，ぜひそういうような紹介の仕方

が一番浸透しやすいと思うので，内側などからお願いしたいと

思います。ほかにどなたかございますでしょうか。ありがとう

ございました。 

 続きまして，「（仮称）こすどコミュニティセンター建設に伴

う小須戸地区公民館の改築について」，中央公民館お願いいたし

ます。 

○生涯学習センター

次長 

 中央公民館です。よろしくお願いいたします。72 ページをお

開きください。 

 （仮称）こすどコミュニティセンター建設に伴う小須戸地区

公民館の改築について，ご報告いたします。このこすどコミュ

ニティセンター建設は，合併建設計画事業で，コミュニティセ

ンター機能を持つ単独の計画でありました。しかし，昭和 40年

建設の小須戸出張所は増築を重ねてきた建物で，耐震診断の結

果，耐震性が確保できないということと，また昭和 50年建設の

小須戸地区公民館についても，耐震性能が確保できないことか

ら，このコミュニティセンター建設に伴い，いろいろな機能を
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集約する建物としたいというものであります。 

 最初に目的であります。地域住民の連帯感を高め，住みよい

地域社会づくりの推進に資するため，小須戸出張所及び小須戸

地区公民館を効果的に整備・集約し，地域住民の交流の場や地

域活動の拠点施設として，コミュニティセンターを建設すると

いうものであります。 

 次に，施設概要であります。施設規模は，コミュニティ棟と

行政棟があります。コミュニティ棟では３階建て，約 1,500 平

米，行政棟は小須戸出張所新館棟で，同じく３階建て 500 平米

を計画しています。次の施設機能は，コミュニティセンター，

小須戸地区公民館，小須戸健康センター，地域包括支援センタ

ー，小須戸出張所の五つの機能が一体となったまちづくりセン

ターとするものであります。コミュニティ棟の中に公民館の講

座室（活動室）や図書館が入り，行政棟に公民館，出張所の事

務室が入る予定であります。下の写真は現在の建物が黒い太字

で書いてあります。白枠に小さく書いてあるところが，建設予

定となっています。 

 次に，隣の 73ページをお願いいたします。３の管理体制は，

コミュニティ棟は地元コミュニティ協議会への指定管理，行政

棟は出張所の直営管理での計画であります。 

 ４の建設スケジュールでは，平成 24年度は地質調査と基本・

実施設計を行い，平成 25年度は出張所（新館棟）の改修工事を

行います。現在の出張所の建物を平成 25年度に壊します。平成

26 年度には，コミュニティ棟の建設を行い，開館します。平成

27 年度に公民館を解体し，駐車場の整備を行う予定となってい

ます。 

○委員長  これにつきまして，質問，意見等がございましたら，挙手を

お願いいたします。よろしいでしょうか。ありがとうございま

した。 

第５ 次回日程  

○委員長  次回の日程について説明を求める。 

 

○教育総務課長  ７月定例会は，７月 13 日（金）午後３時 30 分から，８月定

例会は，９月市議会の日程との関係がありまして，現在調整中

です。後日，お知らせしたいと思っておりますので，よろしく

お願いいたします。 

第６ 協議会  

〇委員長  ここで定例会はいったん終了となります。引き続き、公開の 

協議会へ移ります。 
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 二葉中学校・舟栄中学校統合についての要望書提出について，

教育政策担当課長に説明をお願いいたします。 

〇教育政策担当課長  教育総務課企画室です。 

 二葉中学校・舟栄中学校統合についての要望書が提出されま

したので，ご報告させていただきます。昨年 10月に新潟市立小

中学校の適正配置基本方針を策定し，緊急性の高い学校の地域

から学校の適正配置について，協議を進めてまいりました。こ

のたび，そのうちの二葉中学校及び舟栄中学校区の地域コミュ

ニティ協議会から両中学校の統合についての要望書が提出され

ましたので，これまでの経緯と要望書の内容について，ご説明

いたします。資料の 78 ページ，79 ページ，80 ページに提出さ

れました要望書の写しをつけてございますが，資料の 75ページ

でご説明させていただきます。 

 はじめにこれまでの経緯です。企画室のほうから，地域の皆

さんに児童・生徒の推移や今後の推計などの情報を中学校のＰ

ＴＡやコミュニティ協議会にお知らせし，適正配置の検討の必

要性について，お話しさせていただきました。統合や学校のあ

り方について，地域の皆さんの考えや意見をお伺いするため，

中学校のＰＴＡからは校区内の小・中学校及び未就学児の保護

者向け，またコミュニティ協議会からは地域住民向けの地域説

明会を昨年 11月から今年１月にかけて開催していただいたとこ

ろでございます。そして，地域説明会を経て，今年１月 25日に

コミュニティ協議会や小・中学校の保護者，中学校の同窓会な

ど，学校にかかわる地域団体の代表を委員とする二葉中学校

区・舟栄中学校区地域検討会の設立に至り，両中学校の適正配

置について，統合の是非や統合の時期，方法，統合後の学校の

位置についての協議が行われてまいりました。その結果，５月

10 日に開かれました，第６回地域検討会で，地域への提言とし

て決定され，同日，両校区の中にあります四つのコミュニティ

協議会への提出となりました。 

 提言を受けました各コミュニティ協議会では，総会を開き，

検討のうえ，要望書として取りまとめ，両校区の地域の総意と

して，４コミュニティ協議会連名による要望書を市長及び教育

長へ 29日に提出したものです。 

 次に，要望書の内容です。要望事項は四つございます。一つ

目は，二葉中学校と舟栄中学校を統合し，統合の時期は平成 26

年４月とするというものです。２点目は，統合の方法について

で，両中学校を閉校し，新たな学校を開校する。三つ目は，統

合後の校舎は，現在の舟栄中学校を使用するというもので，そ
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して４点目は統合による負担の軽減に努め，保護者や地域に十

分な情報の提供を行い，教育委員会はそのための必要な支援を

行うこと。以上４点が地域からの要望となっております。 

 なお，参考までに 76，77ページに，小・中学校の配置図と各

学校の児童・生徒と学級数の平成 23 年度の実数値と平成 29 年

度までの推計の表をつけさせていただいております。本日は，

教育委員会が所管する学校，その他の教育機関の設置及び廃止

につきましては，教育委員会の決定により行うこととなります

ので，提出された要望書についてご協議いただき，それを踏ま

えまして，来月の教育委員会定例会で，両中学校の統合につい

ての決定をご審議いただきたいと考えております。説明は以上

です。 

〇委員長  ありがとうございました。今ほどの説明について，質問，意

見のある方は挙手をお願いします。 

〇佐藤委員  成果が出てきたということで，これに関しては敬意を表させ

ていただきたいと思いますが，今回の要望書の中で争点になる

ところはあるのですか。 

〇教育政策担当課長  要望として４点まとまっていますが，中で一番地域の中で，

最後まで議論されたのが統合の方法でした。両中学校につきま

しては，伝統と歴史のある学校ということで，それぞれ編入な

のか，合併なのかというところで地域の中でいろいろと議論さ

れたところでございます。両校の生徒が，統合後，こだわりな

く新しい学校で学校生活が送れるようにということの配慮か

ら，合併というような選択がされたということでございます。，

両地域では，両校の伝統のうえにたって，ほかの地域に誇れる

学校づくりを行いたいということで，合併を選択されたという

ことが一番議論となったところです。 

〇佐藤委員  とにかく礎小学校とか，20 年もかかって，大変な時間を要し

たので，極めて早い時期でやったというのは，サクセスストー

リーだと思うのです。そこら中で，これが始まるので，もしで

きるならば，どういう経緯でこうなって，このようになりまし

たようということをコミュニティ協議会の会長さんの皆さんと

か，担当の役員の皆さんがいろいろな地域に行って，こういう

状況で，このようにして，こういう手続きを踏まえながらやっ

ていきましたよということをやっていく必要があるかと思うの

です。だから，ぜひそのあたりをうまく，本当に極めて短時間

のうちにこれだけのことをやっていただいたというのは，本当

にありがたいことなので，ぜひこれを宣伝していただいて，他

の地域もスムーズにこれが実現できるように仕掛けていただけ
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ればと思います。 

〇教育政策担当課長  今回，このように短時間でまとめていただいたというのは，

コミュニティ協議会をはじめとする地域の皆さん，それから保

護者の皆さんが子供たちのことを考えてまとめなければいけな

いという中で，進んできた結果だと思っております。ほかの地

域の中にも入っておりますが，二葉，舟栄が先行しているとい

うことで，どのような進め方をしているのだろうかと尋ねられ

ることもあります。佐藤委員が言われるように，こちらの地域

の例をほかのところにもお知らせして，参考にしていただける

ようにしていきたいと思っております。 

〇委員長  何といっても，皆さんが子供たちのことを一番に考えた形が

伝わったということだと思います。ぜひ，佐藤委員からご提案

があったように，課長さんからもＰＲして，また次につなげて

いっていただきたいと思います。よろしくお願いします。あり

がとうございました。 

第７ 閉会宣言  

○委員長  午後５時５分，閉会を宣言する。 

  

以上，会議のてん末を承認し，署名する。 

  

署名委員  

  

署名委員  

  

 


